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仙
台
に
１
３
０
０
人

が
集
ま
っ
た
昨
年
の
定

時
総
会
か
ら
１
年
、
今

年
も
ナ
ル
ク
の
総
会
の

時
期
が
や
っ
て
き
た
。

今
年
は
５
月

日
、
大

阪
産
業
創
造
館
に
全
国

か
ら
正
会
員

人
、
拠

点
代
表
者
、
傍
聴
者
な

ど
１
３
１
人
が
集
ま
っ

て
、
第

回
の
総
会
・

全
国
代
表
者
会
議
が
開

か
れ
た
。

時

分
、
西
村
事

務
局
長
の
開
会
の
挨
拶

で
、会
議
は
始
ま
っ
た
。

冒
頭
、
挨
拶
に
立
っ
た

高
畑
会
長
は
次
の
よ
う

に
述
べ
た
。

全
国
か
ら
正
会
員
、

代
表
者
の
出
席
に
お
礼

を
申
し
上
げ
た
い
。

昨
年
の
仙
台
で
の
大

会
で
は
、
全
国
か
ら
ナ

ル
ク
の
仲
間
が
集
ま

り
、
被
災
地
へ
の
支
援

行
事
な
ど
が
地
元
の
宮

城
、
福
島
拠
点
の
協
力

を
得
て
見
事
に
成
功
で 、

高
畑
会
長
挨
拶

高
畑
会
長
挨
拶

き
た
こ
と
で
、
ナ
ル
ク

の
持
つ
パ
ワ
ー
が
実
感

で
き
た
。
心
か
ら
お
礼

申
し
上
げ
た
い
。

昨
年
は
仙
台
で
の

周
年
、
一
昨
年
は
記
念

講
演
が
あ
っ
た
た
め
、

最
近
の
総
会
は
、
議
論

の
時
間
が
制
約
さ
れ
、

消
化
不
良
の
感
が
あ
っ

た
。
今
年
は
じ
っ
く
り

と
時
間
が
あ
る
の
で
、

地
域
で
活
動
す
る
各
拠

点
で
の
成
功
事
例
な
ど

を
ご
披
露
い
た
だ
く
も

よ
し
、
建
設
的
な
議
論

を
お
願
い
し
て
、
開
会

の
挨
拶
と
し
ま
す
。

西
村
事
務
局
長
か

ら
、
出
席
正
会
員
が
総

会
成
立
要
件
を
満
た
し

て
い
る
旨
の
報
告
が
あ

り
、
議
長
に
選
出
さ
れ

た
岐
阜
拠
点
・
山
口
弘

氏
が
開
会
を
宣
し
た
。

事
業
報
告
・
会
計

事
業
報
告
・
会
計

報
告
・
事
業
計
画
・

報
告
・
事
業
計
画
・

本
年
度
の
予
算

本
年
度
の
予
算

今
回
か
ら
、
各
議
案
の

内
容
を
正
面
に
ス
ラ
イ

ド
で
投
影
し
た
た
め
、

と
か
く
事
務
的
に
な
り

が
ち
な
事
業
報
告
、
決

算
報
告
な
ど
も
、
分
か

り
や
す
く
、
親
し
み
の

持
て
る
報
告
と
な
っ

た
。２

０
１
４
年
度
事
業

報
告

の
主
な
内
容

【
組
織
関
連
】

１
、
会
員
の
動
向

２
、
拠
点
設
立
、
運
営
、

解
散
に
つ
い
て

３
、
時
間
預
託
活
動
と

奉
仕
活
動
の
状
況

４
、
地
域
包
括
ケ
ア
に

か
か
わ
る
活
動

５
、
拠
点
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
研
修

６
、
一
人
暮
ら
し
高
齢

会
員
の
見
回
り
活
動

と
ナ
ル
ク
市
民
後
見

人
活
動

７
、
シ
ニ
ア
介
護
サ
ポ

ー
タ
ー

８
、
八
十
路
会

【
事
業
関
連
】

１
、
福
祉
調
査
セ
ン
タ

ー
活
動

２
、
子
育
て
支
援
活
動

３
、
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ

ー
ト

４
、
生
活
研
究
ア
ド
バ

イ
ザ
ー

【
事
務
局
関
連
】

１
、
拠
点
リ
ー
ダ
ー
養

成
講
座

２
、
東
日
本
大
震
災
被

災
地
支
援
活
動

３
、
会
報
の
発
行

４
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

５
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保

険
６
、
本
部
事
務
局
行
事

総
会

理
事
会

本
部
委
員
会

代

表
者
・
三
役
の
一
日

研
修
会

終
活
セ
ミ

ナ
ー

事
務
局
長
会

議続
い
て
決
算
報
告
、

会
計
監
査
報
告
が
行
わ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
提
案
通

り
承
認
さ
れ
た
。

分
間
の
休
憩
後
、

２
０
１
５
年
度
事
業
計

画
の
審
議
に
入
る
。

高
畑
会
長
か
ら
提
案

の
背
景
と
し
て

人
口
構
造
の
変
化
と

超
高
齢
化
社
会

歳
以
上
の
高
齢
化

率
は
、
２
０
２
５
年
に

は

％
を
超
え
る
と
い

わ
れ
て
い
る
。
特
に

歳
以
上
の
認
知
症
患
者

の
増
加
が
心
配
さ
れ
て

い
る
。

介
護
保
険
の
改
正
へ

の
対
応

２
０
０
０
年
に
ス
タ

ー
ト
し
た
介
護
保
険
に

要
し
た
費
用
は
、
厚
労

省
の
発
表
で
は
初
年
度

３．
６
兆
円
だ
っ
た
も

の
が
平
成

年
度
は

兆
円
に
迫
ろ
う
と
し
て

い
る
。
厚
労
省
が
介
護

保
険
か
ら
要
支
援

、

を
外
し
た
の
は
先
に

手
を
打
っ
た
の
で
は
な

い
か
？

と
思
う
し
、

今
後
要
介
護

ま

で
外
す
の
で
は
と
心
配

だ
。
ナ
ル
ク
の
高
齢
者

へ
の
生
活
支
援
力
を
強

め
、
信
頼
さ
れ
る
支
援

を
着
実
に
消
化
し
て
欲

し
い
。

少
子
高
齢
化
と
一
人

暮
ら
し
高
齢
者
の
増

加
と
い
う
諸
問
題

２
０
１
５
年
度
の
事

業
計
画
策
定
に
当
た
っ

て
は
こ
の
よ
う
な
背
景

が
あ
る
と
前
置
き
し
、

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
以

下
の
９
項
目
が
提
案
さ

れ
た
。

１
、
新
会
員
増
強
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
の
展
開

２
、
地
域
包
括
ケ
ア
へ

積
極
的
取
組

３
、
介
護
力
を
有
す
る

拠
点
へ
の
変
身

４
、
会
員
増
に
つ
な
が

る
子
育
て
支
援
を

（
高
槻
・
島
本
方
式
）

５
、
終
活
セ
ミ
ナ
ー
の

実
施

６
、
見
回
り
た
い
、
市

民
後
見
人
活
動
の
さ

ら
な
る
推
進

７
、
代
表
者
・
三
役
の

一
日
研
修
会
の
実
施

８
、
拠
点
の
ブ
ロ
ッ
ク

化
の
推
進

事
業
活
動
の
方
針
説

明
は
、
地
域
包
括
ケ
ア

へ
の
ナ
ル
ク
の
主
体
的

取
組
に
重
点
を
置
い
て

行
わ
れ
た
。

地
元
自
治
体
の
地

域
支
援
新
事
業
へ
の
取

り
組
み
に
つ
い
て

寺

井
副
会
長
が
、
ナ
ル
ク

の
対
応
と
し
て
３
つ
の

メ
ニ
ュ
ー
が
考
え
ら
れ

る
と
し
て
、
補
足
説
明

を
行
っ
た
。
市
町
村
の

取
り
組
み
が
遅
れ
て
い

る
か
ら
と
い
っ
て
座
視

す
る
の
で
は
な
く
、
積

極
的
に
ナ
ル
ク
か
ら
働

き
か
け
て
ほ
し
い
、
と

要
望
し
た
。
詳
細
に
つ

い
て
は
２
面
の
理
事
会

地
域
包
括
ケ
ア
へ

地
域
包
括
ケ
ア
へ

の
積
極
的
取
組

の
積
極
的
取
組

報
告
を
参
照
さ
れ
た
い
。

続
い
て
、

新
時
代

に
対
応
す
る
ナ
ル
ク
の

組
織

と
し
て
、
地
域

で

法
人
を
立
ち

上
げ
、
地
元
か
ら
よ
り

強
く
認
知
さ
れ
、
今
以

上
に
地
域
と
密
着
す
る

活
動
を
幅
広
く
実
施
す

る
と
い
う
新
し
い
方
向

が
示
さ
れ
、
会
場
に
も

緊
張
感
が
走
っ
た
。

神
野
副
会
長
か
ら
は

今
、
会
長
が
申
し
上

げ
た
の
は
、
方
向
性
で

あ
り
、
今
後
委
員
会
を

作
り
検
討
し
て
い
く
と

い
う
こ
と
な
の
で
、
誤

解
の
な
い
よ
う
に

と

の
補
足
説
明
が
行
わ
れ

た
。事

業
計
画
及
び
予
算

が
承
認
さ
れ
た
後
質
疑

に
入
っ
た
。

質
疑
応
答
内
容

１

尼
崎
拠
点
の
山

之
内
で
す
。

時
代
に

対
応
す
る
ナ
ル
ク
の
組

織
改
革

は
初
耳
で
あ

り
、
び
っ
く
り
し
て
い

る
。
中
間
報
告
的
な
も

の
な
ら
分
か
る
が
、
地

域
ご
と
に

法
人

を
取
得
し
、
地
域
で
生

き
が
い
を
求
め
て
い
く

こ
と
に
な
れ
ば
、
こ
れ

ま
で
培
っ
て
き
た
ナ
ル

ク
へ
の
忠
誠
心
が
薄
れ

て
し
ま
う
の
で
は
な
い

か
。ナ
ル
ク
結
成

年
、

助
け
合
い
精
神
が
薄
れ

る
と
い
う
負
の
面
も
あ

る
。
介
護
保
険
法
の
改

正
へ
の
対
応
だ
が
、
地

域
行
政
の
対
応
が
ば
ら

、

新
時
代
に
対
応
す

新
時
代
に
対
応
す

る
ナ
ル
ク
の
組
織

る
ナ
ル
ク
の
組
織

ば
ら
な
中
で
、
ナ
ル
ク

の
実
績
を
生
か
し
て
も

っ
と
積
極
的
な
対
応
方

針
が
出
せ
な
い
も
の

か
。

答
え
（
神
野
副
会
長
）

皆
の
意
見
を
聞
き
な
が

ら
、
地
域
密
着
の
方
向

で
や
ろ
う
と
い
う
方
針

で
、
検
討
を
し
て
み
よ

う
と
、
理
事
会
で
決
ま

っ
た
段
階
で
す
。
ご
理

解
を
願
い
た
い
。

２

静
岡
三
島
拠
点

の
志
賀
で
す
。
ナ
ル
ク

機
関
誌
の
字
が
小
さ
く

て
見
づ
ら
い
と
の
声
が

あ
る
。

答
え（
西
村
事
務
局
長
）

こ
れ
ま
で
も
１

２

度
大
き
く
し
て
き
た
の

で
す
が
、
ま
だ
小
さ
い

で
す
か
。
編
集
長
に
伝

え
ま
す
。

続
い
て
、
新
し
く
就

任
す
る
東
本
公
認
会
計

士
の
ご
挨
拶
が
あ
り
、

こ
の
総
会
終
了
時
点
で

退
任
し
、
顧
問
に
就
任

す
る
五
郎
川
公
認
会
計

士
か
ら
次
の
よ
う
な
発

言
が
あ
っ
た
。

２
０

０
２
年
か
ら

年
間
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
監
査
は
、
引
き

継
ぎ
を
兼
ね
て
、
後
任

の
東
本
公
認
会
計
士
と

一
緒
に
や
ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
私
は
こ

れ
か
ら
は
一
会
員
と
し

て
お
つ
き
あ
い
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す

。

以
上
の
議
事
を
終

え
、
第

回
定
時
総
会

・
全
国
代
表
者
会
議
は

無
事
終
了
し
た
。

ナ
ル
ク

は

周
年

を
機
に
、

武
蔵
野
大

学
と
提
携

し
、

高

齢
者
の
定

年
後
の
生

き
方
調
査

を
行
っ
て

き
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
は

大
学
側
で
作
り
、
ナ
ル

ク
の
会
員
が

歳
以
上

の
高
齢
者
に
配
布
、
記

入
を
依
頼
、回
収
し
た
。

回
収
率
は

％
、
合
計

１
０
２
７
枚
で
あ
っ
た

▼
こ
の
調
査
で
目
を
引

い
た
の
が

ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
に
参
加
す
る

意
思
が
あ
る
か

と
聞

い
た
と
こ
ろ
、

・
４

％
が
既
に
参
加
し
て
い

る
と
答
え
、

自
分
の

時
間
に
合
っ
た
活
動
、

あ
る
い
は
自
分
に
で
き

そ
う
な
活
動
が
近
く
に

あ
れ
ば
参
加
す
る

、

と
答
え
た
人
が
８
７
２

名
（

・
９
％
）
に
の

ぼ
っ
た
こ
と
で
あ
る
▼

し
か
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

は
自
発
的
に
無
償
で
や

る
も
の
だ
か
ら
、

預

託
点
数
と
交
通
費
が
あ

れ
ば
報
酬
は
な
く
て
も

良
い

と
い
う
人
が
６

割
を
超
え
て
い
た
。
日

本
の
高
齢
者
は
健
全
で

頼
り
が
い
が
あ
る
▼
よ

り
充
実
し
た
活
動
を
し

て
い
く
た
め
に
、
必
要

な
知
識
・
技
術
の
研
修

を
望
み
、
活
動
者
同
士

の
交
流
を
期
待
し
て
い

る
極
め
て
前
向
き
で
真

面
目
な
態
度
が
垣
間
見

ら
れ
た
。
こ
れ
に
行
政

は
し
っ
か
り
応
え
て
欲

し
い
も
の
で
あ
る
。

（
高
畑
敬
一
）

大阪産業創造館で開かれたナルクの総会風景

（１） 号 年 月 日 第３種郵便物認可 年７月 日発行ナ ル ク（ ）
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★ ナルク（ ）とは 法人 ニッポン アクティブライフ クラブ（ ）の通称です。

ナ
ル
ク
２
面

０
７
１
０
０
２

口

井

口

山
口
さ
ん

が
ナ
ル
ク
に

入
会
さ
れ
た

の
は
２
０
０

３
年
５
月
で

し
た
。

当
時
、
岐

阜
に
は
拠
点

が
な
か
っ
た

の
で
、
大
垣

拠
点
へ
所
属

さ
れ
ま
し

た
。
翌
２
０
０
４
年
７
月
、
友
人

・
親
類
縁
者
を
総
動
員
し
、
総
勢

名
で
岐
阜
拠
点
を
立
ち
上
げ
た

の
は
有
名
な
話
で
す
。

代
表
に
就
任
し

年
に
な
り
ま

す
が
そ
の
間
、
２
０
０
７
年
２
月

に
は
、
県
福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者

評
価
機
関
の
認
証
を
得
て
、

ナ

ル
ク
岐
阜
福
祉
調
査
セ
ン
タ
ー

を
設
立
し
ま
し
た
。

長
良
川
の
鵜
飼
い
に
あ
や
か
っ

て
命
名
し
た
機
関

誌

か
が
り
び

は
、
本
年
５
月
で

１
２
９
号
を
迎
え

ま
す
が
、
編
集
は

全
て
山
口
さ
ん
が

パ
ソ
コ
ン
を
駆
使

し
奮
闘
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

２
０
０
９
年
５
月
、
ナ
ル
ク
設
立

周
年
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
行
わ

れ
た

中
山
道
エ
コ
ふ
れ
あ
い
ウ

オ
ー
ク
で
は
、県
内
４
拠
点

人

が
参
加
し
、
岐
阜
市
内
の
加
納
天

満
宮
で

紅
梅

を
記
念
植
樹
し
、

楽
し
い
思
い
出
も
作
り
ま
し
た
。

２
０
１
３
年
の
パ
ラ
ソ
ル
喫
茶

の
応
援
、
２
０
１
４
年
の

周
年

記
念
イ
ベ
ン
ト
（
岐
阜
拠
点
か
ら

は

名
の
参
加
）

と
、２
年
連
続
で

東
北
の
被
災
地
を

訪
問
し
ま
し
た
。

山
口
さ
ん
の
素

晴
ら
し
い
と
こ
ろ

は
、
そ
の
率
先
垂

範
ぶ
り
で
す
。
地
元
自
治
会
連
合

会
の
役
員
や
本
部
の
理
事
も
さ

れ
、
大
変
お
忙
し
い
毎
日
だ
と
思

い
ま
す
が
、
預
託
点
数
は
１
４
０

０
を
超
え
、
拠
点
内
ダ
ン
ト
ツ
の

１
位
で
す
。公
園
清
掃
活
動
、ナ
ル

ク
農
園
作
業
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
な
ど
、
ナ
ル
ク
の
行
事
に
は
全

て
顔
を
出
さ
れ
ま
す
。

歳
の
老

体
に
む
ち
打
ち
頑
張
る
姿
は
、
ま

さ
に
私
た
ち
の
お
手
本
で
あ
り
目

標
で
す
。

今
年
の
取
り
組
み
は
、
会
員
の

増
強
で
す
。
現
在
１
６
１
名
で
す

が
、
２
１
０
名
を
目
指
し
ま
す
。

地
域
包
括
ケ
ア
事
業
へ
の
積
極
的

な
参
加
と
、
市
民
後
見
人
講
座
の

開
催
な
ど
、
予
定
は
び
っ
し
り
で

す
。
地
元
で
最
も
必
要
と
さ
れ
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
を
目
指
し
、

生
涯
現
役
が
元
気
の
源

と
、

ナ
ル
ク
岐
阜
は
今
日
も
山
口
さ
ん

と
一
緒
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

森
田
進（
岐
阜
拠
点
事
務
局
長
）

岐阜拠点 山口 弘さんの巻

私はこれで元気です

私の健康法教えます

天声人語 の書き写しと手芸
長男が定年後福岡に住むようにな

り、一人暮らしが長かった私に、福岡
の老人ホームを勧めてくれました。一
大決心の末、堺・泉北ニュータウンか
ら転居し半年たちます。
ホームでは 名近くの方々と暮ら

しておりますが、新しい生活にも慣れ
ました。三食付きの生活ですので時間
が十分あり、日記代わりに始めた 天
声人語 の書き写しも再開し、今 冊
目。脳の刺激に良いのではと思い、丁
寧に書き写しながら、世の流れにも関
心を持つようになりました。それと、
こまごまとした手作業、特に刺しゅう
が大好きで、次々作品に取り掛かり楽
しく過ごしております。毎日の励みが
明日につながり、残る人生をよりよく
生きられることをうれしく思っており
ます。
手先を使うことの多い生活は健康に

よいのでしょう。 歳の高齢ですが、
どこにいても元気に生活できるのは、
好きなことができるからだと感謝して
おります。 堺泉北拠点・黒木伸子

私はこれで元気です 困
っ
た
時
の
神
頼
み

と
い
う
言
葉
が
あ
る

が
、
人
は
一
体
ど
の
よ
う
な
神
様
に
頼
ん
で
い

る
の
だ
ろ
か
。
キ
リ
ス
ト
教
や
イ
ス
ラ
ム
教
で

は
、
神
は
１
つ
で
、
唯
一
無
二
の
存
在
で
あ
る
。

日
本
は
多
神
教
の
国
で
あ
り
、
昔
か
ら

八
百

万
（
や
お
よ
ろ
ず
）
の
神
々

が
存
在
す
る
と

さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
は
３
２
７
柱
（
神
は
柱

で
数
え
る
）
と
意
外
に
少
な
い
。

日
本
人
に
な
じ
ま
れ
て
い
る

お
宮
さ
ん
（
神
社
）

は
、

神
宮

大
社

神
社

宮

八
幡
宮
※

天
満

宮
※

な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
呼

ば
れ
方
を
し
て
い
る
。

普
通
、

神
宮

と
言
え
ば

伊
勢
神
宮

、
そ
し
て

大

社

と
言
え
ば

出
雲
大
社

の
こ
と
で
あ
る
。伊
勢
神
宮
は
、

神
社
と
し
て
別
格
扱
い
で
、
皇
室
の
祖
神
・
天

照
大
神
が
祭
ら
れ
て
い
る
。
一
般
に

〇
〇
神

宮

は
古
代
か
ら
皇
室
と
深
い
つ
な
が
り
が
あ

る
か
、
あ
る
い
は
天
皇
を
お
祭
り
し
て
い
る
。

出
雲
大
社
は
大
国
主
命
が
祭
ら
れ
て
い
る
こ
と

は
言
う
ま
で
も
な
い
。

そ
れ
で
は
、

お
や
し
ろ

と
か

お
み
や

と
呼
ば
れ
た
り
す
る

お
宮
さ
ん
（
神
社
）

と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
一
般
に
、
本
殿

・
拝
殿
な
ど
の
礼
拝
施
設
が
あ
り
、
神
社
神
道

に
従
っ
て
祭
事
が
行
わ
れ
、
神
職
や
氏
子
が
い

る
も
の
を
指
し
て
い
る
。多
く
の
お
宮
さ
ん（
神

社
）
は
、
有
名
な
神
社
か
ら
祭
神
が
分
霊
（
※
）

さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
神
社
の
祭
事
対
象
は
、

主
に
神
道
の
神
で
あ
る
が
、
生
ま
れ
た
土
地
の

守
り
神
や
、
実
在
の
人
物
・
伝
説
上
の
人
物
な

ど
も
あ
る
。
な
お
、
ま
れ
に
は
山
や
大
き
な
岩

を
ご
神
体
と
し
、
神
殿
が
な
い
神
社
も
あ
る
。

（
大
神
神
社
・
奈
良
、
石
上
神
宮
・
奈
良
、
宗

像
大
社
・
福
岡
な
ど
）

と
こ
ろ
で
、
お
宮
さ
ん
（
神
社
）
の
数
だ
が
、

神
社
本
庁
（
民
間
の
組
織
）
の
管
轄
だ
け
で
も

約
８
万
の
神
社
が
存
在
す
る
と
い
う
か
ら
驚
き

で
あ
る
。

旧
暦

月
の
神
無
月
、
全
国

八
百
万
の
神
々
は
、
神
事
を
治

め
る
出
雲
の
大
国
主
命
の
み
も

と
へ
は
せ
参
じ
、
さ
ま
ざ
ま
な

人
と
人
と
の
縁
を
結
ば
れ
る
と

い
う
。
一
度
、
こ
の
時
期
に
出

雲
大
社
に
行
か
れ
て
は
い
か
が

で
す
か
。

狩
野

勇

※
﹇
八
幡
宮
﹈

八
幡
神
（
応
神
天
皇
）
を
祭

神
と
し
、
全
国
に
４
万
４
千
社
が
存
在
。
総

本
社
は
宇
佐
神
宮
（
大
分
）

﹇
天
満
宮
﹈

菅
原
道
真
を
祭
る
。
天
神
様
と

か
天
神
さ
ん
と
呼
ば
れ

学
問
の
神
様

。

北
野
天
満
宮
（
京
都
）
、
太
宰
府
天
満
宮
（
福

岡
）
、
大
阪
天
満
宮
（
大
阪
）
が
三
大
天
神

※
﹇
分
霊
﹈

勧
請
（
か
ん
じ
ょ
う
）
と
も
い

う
。
祭
神
の
分
霊
（
わ
け
み
た
ま
）
を
他
の

神
社
で
祭
る
こ
と

お
宮
さ
ん（
神
社
）

リ
レ
ー
エ
ツ
セ
イ

リ
レ
ー
エ
ツ
セ
イ

５
月

日

第

回
理
事
会

本
部
会
議
室
で
開
催

支
援
事
業

に
つ
い
て

は
活
発
な
意
見
の
応
酬

が
相
次
い
だ
が
、
原
案

通
り
承
認
さ
れ
た
。

寺
井
副
会
長
か
ら

は
、
今
回
の
介
護
保
険

法
の
改
正
で
、
予
防
給

付
の
訪
問
介
護
と
通
所

介
護
が
地
方
自
治
体
の

地
域
支
援
事
業
に
移
行

さ
れ
る
が
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
な
ど
に
対

し
、
具
体
的
な
要
請
が

ま
だ
来
て
い
な
い
。

我
々
と
し
て
、
手
を
こ

ま
ね
い
て
待
っ
て
い
る

の
で
は
な
く
、
ナ
ル
ク

と
し
て
ど
う
対
応
す
べ

き
か
を
明
確
に
し
て
お

き
た
い
。
本
部
と
し
て

は
下
の
表
の
よ
う
な
３

つ
の
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意

し
た
の
で
、
地
方
の
実

情
に
合
わ
せ
て
、
ど
の

メ
ニ
ュ
ー
を
選
択
す
る

か
、
検
討
を
し
て
お
い

て
欲
し
い
と
の
説
明
が

あ
っ
た
。

総
会
の
議
案
を
事
前

に
点
検
す
る
た
め
の
理

事
会
が
５
月

日
、
本

部
会
議
室
で
開
か
れ
た
。

今
回
の
総
会
は
、
通

常
の
事
業
報
告
、
予
算

審
議
な
ど
に
加
え
て
、

年
後
の
ナ
ル
ク
を
見

据
え
た

新
時
代
に
対

応
す
る
ナ
ル
ク
の
組
織

改
革
の
方
向

と
、
介

護
保
険
法
改
正
に
伴
う

新
地
域
支
援
事
業

の
２
つ
が
論
議
の
中
心

に
な
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
。
従
っ
て
、
理
事

会
の
討
議
も
、
こ
の
２

点
を
重
点
に
審
議
が
行

わ
れ
た
。

ま
ず

新
時
代
に
対

応
す
る
ナ
ル
ク
の
組

織

と
し
て
、
力
の
あ

る
拠
点
は
各
地
で
そ
れ

ぞ
れ

法
人
を
立

ち
上
げ
、
そ
れ
ら
の
全

国
協
議
会
を
各
地
に
作

り
、
本
部
を
東
京
に
置

く
と
提
示
し
た
。

を
立
ち
上
げ
ら
れ

ず
、
協
議
会
に
参
加
で

き
な
い
拠
点
は
一
括
で

協
議
会
に
加
入
し
、
時

間
預
託
、
全
国
ネ
ッ
ト

を
生
か
し
た
活
動
、
会

費
の
徴
収
な
ど
、
従
来

通
り
の
活
動
を
行
う
と

い
う
案
で
あ
る
。

戸
惑
い
の
声
は
聞
か

れ
た
が
、
反
対
意
見
は

特
に
な
く
、
今
後
こ
れ

を
試
案
と
し
て
委
員
会

を
立
ち
上
げ
、
課
題
を

検
討
し
て
い
く
こ
と
に

し
た
。

二
番
目
の

新
地
域

ナルクが新地域支援事業のうち日常生活支援に関する際の対応方法（案）
地域の住民（要支援 、 をはずれた人など）から、ナルクのボランティア活動の利用者として、日常生活支援の依頼があったとき

活発な論戦が交わされた第 回理事会

（＊１）呼称として 助け合い活動 支え合い活動 支援活動 ヘルプ活動 などが考えられる
（＊２）現行の通達 収益事業の取り扱いについて の摘要が考えられるが、相手（利用者）が個人であり、契約書や覚え書き

を交わすことが適切でないため、別途マニュアルを作成する
（＊３）補助金とは厚労省のガイドラインに示されている補助金、または助成金のことで、市区町村から支払われるものと想定、

ポイント制 など上表摘用以外の方法が示されたときは、本部と調整して対応する

区 分 活動の種類 適用するツール 拠点の事務処理 摘要利用者 提供者 拠点加入

利用者が会員
になる

会員同士の助
け合い

時間預託活動
マニュアル

預託点数を差
し引く または
寄付金対象

預託点数を付与 寄付金と補助
金（＊３）

利用者が会員
にならない

会員外への
支援（＊１）

新たにマニュ
アルを作成
（＊２）

利用料金を支
払ってもらう 預託点数を付与 利用料金と

補助金

利用料金を支
払ってもらう

利用料金を支給
（一部または全額）
預託点数との併用
は不可

補助金

年７月 日発行 第３種郵便物認可 （２）ナ ル ク（ ）
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５ １ ★
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の
中
の
一
人
に
入
っ
て
お
り
ま
す
。

月
２
回
、
二
人
で
お
伺
い
し
、
一
人
は
掃
除
、

一
人
は
食
事
作
り
を
し
ま
す
。
一
人
分
の
食
事
作

り
と
い
う
こ
と
で
、
献
立
や
調
理
法
に
気
を
遣
う

面
も
あ
り
ま
す
が
、
料
理
を
覚
え
た
い
と
い
う
積

極
的
な

さ
ん
と
楽
し
く
や
っ
て
お
り
ま
す
。

時
々
私
が
失
敗
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

さ

ん
が
後
日
再
挑
戦
さ
れ
、

照
り
焼
き
、
う
ま
く

い
き
ま
し
た
と
言
っ
て
い
た
だ
い
た
と
き
な
ど
、

う
れ
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

掃
除
は
、
男
性
に
は
気
が
つ
か
な
い
所
も
あ
る

ら
し
く
、
年
２
回
の
大
掃
除
を
含
め
て
、
と
て
も

喜
ん
で
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

さ
ん
は
、
拠
点
設
立
当
初
か
ら
事
務
局
長
も

さ
れ
、
現
在
も
監
査
役
、
同
好
会
の
講
師
、
ま
た

お
一
人
暮
ら
し
の

代
の
男
性

さ
ん
宅
の
家
事

援
助
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
３
人
で
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
組
み
、
私
も
そ

外
部
調
査
の
仕
事
も
さ
れ
る
な
ど
、
活
躍
さ
れ
て

お
ら
れ
ま
す
。
一
人
暮
ら
し
に
な
ら
れ
た
の
を
機

に
、
貯
め
た
時
間
預
託
点
数
で
、
利
用
会
員
に
な

ら
れ
ま
し
た
。

さ
ん
の
気
配
り
や
、
人
生
を
楽
し
ん
で
お
ら

れ
る
姿
を
拝
見
し
、
い
つ
も

こ
れ
が
ナ
ル
ク
の

理
想
の
姿
で
は
な
い
か

と
感
じ
て
い
ま
す
。
ナ

ル
ク
の
理
念
を
理
解
し
て
お
ら
れ
る

さ
ん
か
ら

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学
ん
で
お
り
ま
す
。

最
近
で
は
同
好
会
の
利
用
の
み
の
会
員
が
多
い

中
、
理
想
の
ケ
ー
ス
に
出
会
え
た
こ
と
、

一
人

や
も
め
に
花
が
咲
く

と
お
っ
し
ゃ
る

さ
ん
に

た
だ
感
謝
で
す
。
姥
桜
で
す
け
れ
ど

。

東
大
阪
・
大
東
拠
点

府
道
真
知
子

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
つ
ぶ
や
き

障
害
を
持
つ
高
校

生
の
車
い
す
介
助

男
子
高
校
生
の
車
い

す
介
助
を
３
年
に
わ
た

り
実
施
し
ま
し
た
が
、

昨
年
の
５
月
か
ら
は
女

子
高
校
生
の
お
世
話
を

し
て
き
ま
し
た
。

毎
週
月
・
水
の
登
校

日
に
、
送
迎
と
教
室
移

動
の
介
助
を
行
い
ま

す
。
当
初
は
車
の
乗
り

降
り
や
階
段
の
昇
り
降

も
ぎ
こ
ち
な
く
、
ハ
ラ

ハ
ラ
し
た
と
き
も
あ
り

ま
し
た
が
、
今
は
だ
い

ぶ
回
復
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
ク
ラ
ス
の
マ
ー
チ

ン
グ
バ
ン
ド
が
全
国
大

会
で
優
勝
し
た
こ
と
も

あ
り
、
ご
本
人
も
、
希

望
を
持
っ
て
頑
張
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

こ
の
活
動
も
３
月
で

終
わ
り
、
今
度
は
幼
稚

園
児
の
送
迎
が
始
ま
り

ま
す
。
（
水
戸
拠
点
）

わ
が
拠
点
の

時
間
預
託
活
動

ナ
ル
ク
芦
屋
で
は

平
成

年
度
の
時
間
預

託
活
動
の
年
間
利
用
点

数
が
過
去
最
高
に
な
っ

た
。
会
員
の
平
均
年
齢

が
上
が
っ
て
利
用
者
が

増
え
た
こ
と
も
あ
る

が
、
顔
の
見
え
る
ブ
ロ

ッ
ク
運
営
に
加
え
、
絶

え
ず
働
き
か
け
て
い
る

効
果
も
大
き
い
。

売
店
当
番

エ
ル
ホ
ー
ム
（
高
齢

者
の
施
設
）
内
に
あ
る

売
店
の
当
番
を
す
る

と
、
時
間
預
託
点
数
が

付
く
の
で
、
新
入
会
員

に
は
ま
ず
売
店
当
番
を

お
勧
め
し
て
点
数
獲
得

の
基
本
と
し
て
い
る
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

数
年
前
に

預
託
点

数
を
使
お
う

と
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
で
行
っ
た
大

型
ご
み
の
処
分
（
ト
ラ

ッ
ク
を
レ
ン
タ
ル
し
て

会
員
宅
か
ら
大
型
ゴ
ミ

を
運
び
出
し
、
焼
却
場

ま
で
持
っ
て
行
く
）
が

好
評
で
、
継
続
し
て
実

施
し
て
い
る
。

依
頼
へ
の
呼
び
か
け

会
員
か
ら
の
依
頼

は
、
植
木
の
剪
定
、
草

取
り
、
病
院
の
送
迎
、

家
事
の
援
助
、
家
の
片

付
け
・
処
分
、
蛍
光
灯

の
球
替
え
、
旅
行
中
の

水
や
り
、子
守
り
な
ど
。

メ
ー
ル
な
ど
で
提
供
者

を
広
く
募
集
し
て
い

る
。

困
っ
て
い
る
け

ど
、お
願
い
し
に
く
い

と
い
う
方
も
多
い
が
、

ま
ず
は
お
電
話
を

と
呼
び
か
け
て
い
る
。

毎
年
、
総
会
の
案
内

時
に
、
全
会
員
に
そ
れ

ぞ
れ
の
時
間
預
託
取
得

点
、
奉
仕
取
得
点
を
お

知
ら
せ
し
、

目
標
と

し
て
、
家
族
で
１
０
０

点
の
時
間
預
託
点
は
持

つ
よ
う
に
、
ナ
ル
ク
活

動
に
積
極
的
に
参
加
し

ま
し
ょ
う

と
呼
び
か

け
て
い
る
が
、
会
員
の

取
得
点
は
０
点

１
０

０
０
点
以
上
ま
で
と
、

ば
ら
つ
き
が
あ
る
の

で
、
今
後
も
継
続
し
て

働
き
か
け
て
い
き
た

い
。

（
芦
屋
拠
点
）

再
入
会
し
た

歳
の
男
性

歩
行
困
難
な

歳
の

高
齢
会
員
が
お
ら
れ
ま

し
た
。
毎
日
ヘ
ル
パ
ー

さ
ん
が
生
活
支
援
に
来

て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、

ナ
ル
ク
も
会
員
同
士
の

助
け
合
い
と
い
う
こ
と

で
、
通
院
や
買
い
物
の

お
世
話
を
し
て
お
り
ま

し
た
。

２
年
前
に
、
娘
さ
ん

さらなる発展を願って

が
住
む
茨
城
県
の
有
料

老
人
ホ
ー
ム
に
引
っ
越

し
を
さ
れ
、
同
時
に
ナ

ル
ク
も
退
会
さ
れ
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
最
近
、

最
後
を
自
宅
で
迎
え

た
い
と
い
う
こ
と
で
、

前
の
家
を
改
築
し
、
横

浜
に
帰
っ
て
こ
ら
れ
ま

し
た
。

一
人
住
ま
い
を
始
め

る
の
で
、
ま
た
ナ
ル
ク

に
入
会
し
、
生
活
支
援

を
お
願
い
し
た
い
と
の

こ
と
で
し
た
。

歳
の

再
入
会
と
い
う
の
は
珍

し
い
ケ
ー
ス
で
す
。

（
横
浜
拠
点
）

パ
ラ
ソ
ル
喫
茶

秋
口
ま
で
継
続

震
災
の
４
か
月
後
に

始
め
た

パ
ラ
ソ
ル
喫

茶

も
、
今
年
の
３
月

で
満
３
年
８
か
月
が
過

ぎ
ま
し
た
。

当
初
は
、
お
互
い
に

た
だ
涙
す
る
ば
か
り
で

し
た
が
、
今
で
は
笑
い

が
絶
え
な
い
ま
で
に
な

り
、
お
互
い
の
信
頼
と

絆
は
揺
る
ぎ
な
い
も
の

に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
最
近
は
災

害
公
営
住
宅
の
整
備
や

自
宅
の
復
興
も
進
み
、

参
加
者
が
少
な
く
な
っ

て
き
ま
し
た
。そ
こ
で
、

仮
設
の
皆
さ
ん
の
ご
意

見
も
お
聞
き
し
よ
う

と
、
過
日
、
仮
設
住
宅

自
治
会
長
と
の
懇
親
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
か
ら
は

少

な
く
て
も
夏
ま
で
は
続

け
て
欲
し
い

と
い
う

ご
意
見
が
多
く
出
さ
れ

ま
し
た
。
宮
城
拠
点
と

し
て
は
、
運
営
委
員
会

で
検
討
の
結
果
、
秋
口

ま
で
継
続
す
る
こ
と
を

決
定
し
た
次
第
で
す
。

（
宮
城
拠
点
）

見
守
り
隊
の

み
な
さ
ん
へ

夏
の
、
や
け
ど
し
そ

う
な
と
て
も
暑
い
日
、

冬
の
凍
え
そ
う
な
と
て

も
寒
い
日
、
風
の
強
い

日
、
雨
の
日
、
ど
ん
な

日
で
も
、
私
た
ち
を
見

守
っ
て
く
だ
さ
り
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
お
か
げ
で
、
安
心

し
て
登
下
校
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

朝
、
私
た
ち
が
登
校

す
る
と
き
に
笑
顔
で
、

お
は
よ
う

と
い
っ

て
く
だ
さ
る
の
で
、
元

気
よ
く
学
校
に
向
か
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ

し
て
下
校
の
時
に
は
、

お
か
え
り

と
い
っ

て
く
れ
る
こ
と
が
う
れ

し
か
っ
た
で
す
。

見
守
り
隊
の
み
な
さ

ん
の
あ
い
さ
つ
で
、
私

た
ち
も
恥
ず
か
し
さ
が

消
え
、
元
気
よ
く

お

は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す

た
だ
い
ま

と
自
然

に
あ
い
さ
つ
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

私
た
ち
は
見
守
り
隊

の
み
な
さ
ん
の
、
あ
い

さ
つ
に
よ
っ
て
元
気
を

も
ら
い
、
あ
い
さ
つ
の

大
切
さ
を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

こ
う
や
っ
て
、
私
た

ち
が
元
気
に
安
心
し
て

登
校
で
き
る
こ
と
、
自

然
と
あ
い
さ
つ
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

は
、
す
べ
て
見
守
り
隊

の
み
な
さ
ん
の
お
か
げ

で
す
。
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
、

私
た
ち
が
元
気
よ
く
安

心
し
て
登
下
校
で
き
る

よ
う
に
、
見
守
っ
て
く

だ
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

日
置
荘
小
学
校
児
童

◇

◇

◇

こ
れ
は
、
私
た
ち
が

平
成

年
か
ら
奉
仕
活

動
と
し
て
毎
日
、
下
校

時
の
見
守
り
を
続
け
て

い
る
堺
市
立
日
置
荘
小

学
校
の
児
童
か
ら
の
お

礼
状
で
す
。

３
月
２
日
、
学
校
で

も
朝
礼
の
席
上
で
、
見

守
り
隊
の
方
々
に
感
謝

の
気
持
ち
を
伝
え
る

会

を
設
け
て
く
だ
さ

ナ
ル
ク
３
面

０
７
１
０
０
３

口

井

口

茨
木
・
摂

津
拠
点
の

周
年
総
会
・

式
典
・
懇
親

会
が
５
月

日
、
茨
木
市

役
所
南
館

茨
木
ス
カ

イ
レ
ス
ト
ラ

ン

で
開
催

さ
れ
た
。

会
は
会
員

名
、
来

賓
に
本
部
か
ら
高
畑
会

長
は
じ
め
近
隣
の
各
拠

点
代
表
、
行
政
か
ら
茨

木
・
摂
津
両
市
長
を
は

じ
め

名
の
参
加
を
得

て
開
催
さ
れ
た
。

当
日
は
記
録
的
な
真

夏
日
の
続
く
中
だ
っ
た

が
、
今
後
の
地
域
で
の

活
動
を
誓
う
力
強
い
一

日
と
な
っ
た

東
條
良
和
代
表
は
、

年
前
の
７
月
、
山

田
稔
元
代
表
の
も
と
、

人
で
ス
タ
ー
ト
し
、

現
会
員
４
３
０
名
を
擁

す
る
拠
点
に
育
っ
た
。

利
用
入
会
が
増
え
て
い

る
が
退
会
は
ほ
と
ん
ど

な
い
。
女
性
会
員
が
多

い
中
、

年
を
機
に
さ

ら
な
る
発
展
を
願
い
次

期
代
表
は
女
性
（
石
田

あ
け
み
氏
）
に
引
き
継

ぐ

こ
と
な
ど
を
報

告
。ま

た
、

拠
点
は
ス

タ
ー
ト
時
点
か
ら
市
役

所
な
ど
公
共
機
関
と
連

携
し
て
活
動
し
て
き

た
。
今
後
、
地
域
包
括

ケ
ア
に
向
け
て
の
重
い

課
題
を
抱
え
て
い
る
が

活
動
会
員
を
増
や
し
、

地
域
交
流
を
深
め
て
い

き
た
い

と
抱
負
を
述

べ
た
。

高
畑
会
長
は
、

地

域
包
括
ケ
ア
は
市
民
の

助
け
合
い
が
一
番
近

道
、
技
術
の
い
る
部
分

も
担
っ
て
い
こ
う
で
は

な
い
か
。
街
づ
く
り
に

貢
献
で
き
る
活
動
を
今

後
と
も
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
た
い

と
エ
ー

ル
を
送
っ
た
。

懇
親
会
で
は
お
い
し

い
食
事
と
ゲ
ー
ム
を
楽

し
み
、
締
め
は

茨
木

音
頭

。
踊
り
の
輪
が

広
が
り
、
力
強
い
決
意

を
感
じ
る
一
日
だ
っ

た
。
（
取
材
と
文
・
宇

都
宮
和
子
）

い
ま
し
た
。

今
後
と
も

地
域
の

子
ど
も
は
地
域
で
守

る

を
合
い
言
葉
に
、

こ
の
運
動
を
続
け
て
い

く
つ
も
り
で
す
。

（
堺
拠
点
）周年を祝うコーラスのみなさん

地
域
包
括
ケ
ア
に
関
わ
る

東
大
阪
市
は
、
４
月

の
機
構
改
革
で
、
福
祉

高
齢
化
室
の
中
に

地

域
包
括
ケ
ア
推
進
課

を
新
し
く
設
置
し
、
地

域
包
括
関
係
業
務
を
一

元
的
に
取
り
扱
う
体
制

が
確
立
さ
れ
た
。

３
年
前
、

さ
わ
や

か
福
祉
財
団

の
堀
田

会
長
の
講
演
を
機
に
結

成
さ
れ
た
、
東
大
阪
市

内
の

や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
の
リ
ー
ダ

ー
た
ち
の
集
団
で
あ
る

地
域
支
え
合
い
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク

（
世
話
人

代
表
・
田
邊
榮
一
郎

氏
）
の
メ
ン
バ
ー
６
人

が
、
４
月

日
に
質
問

状
を
携
え
て
、
上
記
の

地
域
包
括
ケ
ア
推
進

課

を
訪
問
し
、
室
長
、

課
長
な
ど
と
意
見
交
換

を
行
っ
た
。

市
側
か
ら
は
、
介
護

予
防
・
日
常
生
活
支
援

総
合
事
業
へ
の
取
り
組

み
や
、
事
業
開
始
の
事

前
準
備
と
し
て
の
協
議

体
や
、
生
活
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置

に
関
す
る
考
え
方
な
ど

に
つ
い
て
の
説
明
が
あ

っ
た
。

当
日
は
第
１
回
の
会

合
で
あ
り
、
こ
れ
を
機

に
勉
強
会
な
ど
を
開
催

し
て
い
く
こ
と
が
話
し

合
わ
れ
た
。

先
月
の
会
報
で

こ
れ
ぞ
ナ
ル
ク

と
い
う
特
集
を
し
た
と
こ
ろ

う
ち
の
拠
点
に
は
こ
ん
な
例
が
あ
る

と
い
っ
た
反
響
が
多
く
寄

せ
ら
れ
た
。
各
地
の
会
報
か
ら
も
目
立
っ
た
例
を
探
し
て
み
た
。

（３） 第３種郵便物認可 年７月 日発行１部 円ナ ル ク（ ）
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★ ナルク（ ）は最寄りの活動拠点からお届けします。お問い合わせは電話 （代）ナルクへ。

﹇
交
野
﹈

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
マ
ラ

ソ
ン
で

４
月

日
、
第
４

回
交
野
市
チ
ャ
リ
テ

ィ

マ
ラ
ソ
ン
に
参

加
し
た
。
市
か
ら
要

請
を
受
け
、
市
役
所
別
館
前

に
ナ
ル
ク
交
野

い
わ
ふ
ね

ク
ラ
ブ

の
大
応
援
団
が
陣

を
構
え
、
手
に
手
に
小
旗
と

応
援
棒
を
持
ち
、
ひ
と
き
わ

大
き
な
声
で
応
援
し
た
。

ラ
ン
ナ
ー
の
中
に
は
応
援

に
気
付
き
、
手
を
振
っ
て
く

れ
た
り
、
思
い
も
よ
ら
な
い

コ
ス
チ
ュ
ー
ム
で
走
る
姿
に

び
っ
く
り
し
た
り
、
熱
い
声

援
と
と
も
に
、
ナ
ル
ク
の

も
で
き
た
マ
ラ
ソ
ン
大
会

と
な
っ
た
。

﹇
枚
方
﹈

包
丁
研
ぎ
が
断
ト
ツ

枚
方
拠
点
は
２
０
１
４
年

度
の

ハ
ウ
ス
ヘ
ル
パ
ー

活
動
の
実
績
を
ま
と
め
た
。

提
供
件
数

件
、
預
託
点
数

１
４
３
点
だ
っ
た
。

そ
の
内
容
は
、
包
丁
研
ぎ

件
、
網
戸
の
張
り
替
え
９

件
、障
子
の
張
り
替
え
６
件
、

換
気
扇
・
エ
ア
コ
ン
フ
ィ
ル

タ
ー
の
掃
除
５
件
、
棚
の
設

置
４
件
、
家
具
蝶
番
の
交
換

２
件
。

例
年
、
障
子
の
張
り
替
え

が
ト
ッ
プ
だ
っ
た
が
、
昨
年

は
包
丁
研
ぎ
が
断
ト
ツ
の
１

位
だ
っ
た
。

ハ
ウ
ス
ヘ
ル
パ
ー

に

依
頼
す
る
の
は
、
そ
の
３
分

の
２
が
預
託
点
を
持
っ
た
会

員
で
、
正
に
会
員
同
士
の
相

互
扶
助
と
言
え
る
の
で
、
同

拠
点
で
は
今
後
、
更
に
拡
大

を
図
り
た
い
と
い
う
。

﹇
び
わ
こ
湖
西
﹈

会
員
増
強
目
指
し

虹
の
ひ

ろ
ば

ス
タ
ー
ト

び
わ
こ
湖
西
拠
点
は
会
員

増
強
と
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
へ
の
参
加
を
目
指
し
て

昨
年
、
新
し
い
組
織

虹
の

ひ
ろ
ば

を
結
成
し
、
１
年

後
の
５
月
に
活
動
を
開
始
し

た
。

虹
の
ひ
ろ
ば

は
、
麻

雀
・
囲
碁
・
将
棋
・
ト
ラ
ン

プ
な
ど
頭
を
使
っ
て
楽
し
む

頭
の
ひ
ろ
ば

、
ア
ル
ツ

ハ
イ
マ
ー
予
防
体
操
や
指
体

操
、
腰
痛
予
防
体
操
な
ど
の

軽
体
操
を
す
る

い
き
い
き

体
操
の
ひ
ろ
ば

、
手
話
ダ

ン
ス
や
盆
踊
り
、
フ
ラ
ダ
ン

ス
な
ど
楽
し
い
踊
り
を
す
る

踊
る
ひ
ろ
ば

、
合
唱
や

カ
ラ
オ
ケ
、
楽
器
演
奏
、
音

楽
鑑
賞
な
ど
を
楽
し
む

ド

レ
ミ
の
ひ
ろ
ば

の
４
つ
の

ひ
ろ
ば

か
ら
成
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の

ひ
ろ
ば

の
ス

タ
ッ
フ
（
サ
ー
ビ
ス
提
供

者
）
は
拠
点
の
会
員
が
担

当
、
利
用
者
は
会
員
だ
け

で
な
く
、
非
会
員
も
対
象
に

す
る
。

ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
と
な
っ

た
の
は

い
き
い
き
体
操
ひ

ろ
ば

で
、
５
月

日
、
大

津
市
和
邇
公
民
館
で
開
き
、

参
加
者
は

利
用
者

が

人
（
ナ
ル
ク
会
員

人
、
非

会
員
４
人
）
、
ス
タ
ッ
フ

人
、
計

人
で
、
幸
先
の
よ

い
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た
。

﹇
な
が
の
﹈

長
野
駅
善
光
寺
口
を
花
壇
で

オ
・
モ
・
テ
・
ナ
・
シ

新
装
な
っ
た

長
野
駅

善
光
寺
口
ウ
エ
ル
カ
ム
ガ
ー

デ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

ナ

ル
ク
な
が
の

が
参
加
し
、

３
月

日
か
ら
５
月

日
ま

で
の
期
間
中
、
特
設
花
壇
や

プ
ラ
ン
タ
ー
な
ど
の
緑
化
ス

ペ
ー
ス
の
花
が
ら
摘
み
や
、

駅
前
周
辺
の
ご
み
拾
い
な
ど

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
た
。

７
年
に
一
度
の
大
イ
ベ
ン
ト

善
光
寺
御
開
帳

に
合
わ

せ
て
、
訪
れ
る
旅
人
を
あ
た

た
か
く
も
て
な
そ
う
と
の
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

長
野

駅
善
光
寺
口
利
活
用
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク

の
呼
び
か
け
に
応

じ
て
参
加
し
た
。

﹇
丹
波
﹈

１
泊
キ
ャ
ン
プ
と
自
然
体
験

参
加
者
を
募
集

ナ
ル
ク
丹
波
は
兵
庫
県
丹

波
市
氷
上
町
字
後
谷
城
址
の

里
山
ご
ん
げ
ん
さ
ん

と

そ
の
周
辺
を
利
用
し
て
里
山

１
泊
キ
ャ
ン
プ
と
自
然
体
験

の
イ
ベ
ン
ト
を
、
子
育
て
支

援
活
動
の
ひ
と
つ
と
し
て
７

月

日
か
ら
８
月

日
ま
で

６
回
に
分
け
て
開
く
。

７
月

日

日

７

月

日

日

８
月
３
日

４
日

８
月
８
日

９
日

８
月

日

日

８
月

日

日
。

小
学
１
年
生
以
上
の
子
供

た
ち
を
対
象
に
、
各
回
先
着

人
を
募
集
中
。
子
供
会
な

ど
の
団
体
を
歓
迎
し
て
い

る
。
参
加
費
（
食
材
費
４
食

分
込
み
）
は
小
学
生
１
人
千

円
。
問
い
合
わ
せ
、
申
し
込

み
は
、
兵
庫
県
篠
山
市
大
野

２
８
２

３

ほ
っ
と
介
護

さ
か
い

別
館
内

ナ
ル
ク

丹
波

（
電
話
・
フ
ァ
ク
ス

０
７
９

５
５
２

１
１
２

８
）
へ
。

拠拠拠拠拠拠拠点点点点点点点だだだだだだだよよよよよよよりりりりりりり拠点だより

﹇
芦
屋
﹈

五
十
年

お
互
い
さ
ま
の
鉄
面
皮

崖

知
常

テ
ロ
リ
ス
ト

世
界
輪
に
な
り
防
ぎ
た
い

森
脇
利
康

優
し
さ
を

ポ
イ
ン
ト
に
変
え
ナ
ル
ク

か
な

中
川
輝
子

澄
ん
だ
空

栗
ひ
と
つ
だ
け
持
ち
帰
る

本
田
陽
保

揚
げ
ひ
ば
り

心
の
襞
に
風
送
る武

田
順
一

じ
ん
る
い
は

ど
こ
へ
ゆ
き
た
い
春
の
雷

中
山
一
新

万
緑
の

陽
に
映
え
る
中

ウ
オ
ー
キ
ン
グ

長
谷
川
笑
子

肘
落
ち
て

辺
り
見
回
す
春
の
眠
り

松
本
恵
子

春
眠
し

猫
の
居
場
所
の

椅
子
借
り
る

西
本
郁
子

い
ま
ナ
ル
ク
の
よ
う
な
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
関
心
を

寄
せ
て
い
る
流
れ
は

介
護

保
険
制
度
の
変
化
で
あ
る
。

団
塊
の
世
代
が

歳
に
な
る

の
は
、
そ
う
遠
く
は
な
い
。

あ
る
識
者
は
、
こ
の
流
れ

を
政
治
の
失
敗
の
修
正
だ
と

い
う
。
今
回
、
要
支
援
を
各

自
治
体
に
任
せ
よ
う
と
し
て

い
る
が
、
い
ず
れ
要
介
護
１

と
２
も
切
り
捨
て
、
要
介
護

３

５
だ
け
と
す
る
意
図
が

読
み
取
れ
る
と
い
う
。

こ
れ
を
自
宅
介
護
の
充
実

と
し
て
歓
迎
す
べ
き
な
の

か
、
は
た
ま
た
高
齢
社
会
を

乗
り
切
る
た
め
の
、
時
の
政

治
の
手
法
の
一
つ
で
し
か
な

い
の
か
。

介
護
の
現
場
を
少
し
で
も

見
る
こ
と
の
で
き
る
ナ
ル
ク

の
よ
う
な
グ
ル
ー
プ
は
、
福

祉
政
策
の
流
れ
の
有
り
様
に

も
っ
と
声
を
上
げ
る
べ
き
な

の
か
も
し
れ
な
い
。

子
守
唄
の
不
思
議
な
力

﹇
富
田
林
﹈

佐
伯
晴
郎

か
つ
て
妻
と
一
緒
に
ア
メ

リ
カ
を
旅
行
し
た
時
、
仙
台

以
来
お
付
き
合
い
の
あ
っ
た

宣
教
師
メ
ン
セ
ン
デ
ィ
ー
ク

さ
ん
の
実
家
を
訪
問
し
ま
し

た
。暖

か
く
迎
え
ら
れ
、
ご
馳

走
に
な
っ
た
の
で
す
が
、
そ

の
家
に
小
さ
な
女
の
お
孫
さ

ん
が
い
ま
し
た
。
そ
の
子
が

ど
う
い
う
わ
け
か
私
た
ち
の

顔
を
見
て
、
ワ
ッ
と
泣
き
出

し
ま
し
た
。

い
つ
ま
で
も
泣
き
止
み
ま

せ
ん
の
で
、
み
ん
な
で
困
っ

て
い
た
の
で
す
が
、
妻
が
そ

っ
と
手
を
伸
ば
し
て
、
彼
女

を
抱
き
あ
げ
、

ね
ん
ね
ん

こ
ろ
り
よ

お
こ
ろ
り
よ

子
守
唄
の
不
思
議
な
力

﹇
富
田
林
﹈

佐
伯
晴
郎

と
、
日
本
語
で
優
し
く
子
守

唄
を
歌
い
始
め
ま
し
た
。
す

る
と
、
不
思
議
や
、
ま
る
で

魔
法
に
か
か
っ
た
み
た
い

に
、赤
ち
ゃ
ん
が
泣
き
止
み
、

じ
っ
と
静
か
に
眠
り
ま
し

た
。

ね
ん
ね
ん

こ
ろ
り
よ

お
こ
ろ
り
よ

こ
れ
は
、
私
た
ち
一
同
に

と
っ
て
、
ま
こ
と
に
不
思
議

な
体
験
で
し
た
。
言
葉
は
通

じ
な
く
て
も
、子
守
唄
に
は
、

万
国
共
通
の
響
き
が
あ
る
の

で
す
ね
。
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
に

せ
よ
、
バ
ッ
ハ
に
せ
よ
。

現
代
世
界
は
、
互
い
に
憎

み
あ
い
、
の
の
し
り
あ
っ
て

い
ま
す
が
、
ア
メ
リ
カ
や
ロ

シ
ア
で
も
、
互
い
に
子
守
唄

を
歌
い
な
が
ら
、
親
し
く
会

議
を
開
い
て
は
、
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

・
花
見
頃
同
期
の
友
ら
相
集

い
酒
く
み
交
わ
す
米
寿
の

わ
れ
ら

・
電
極
に
吸
わ
れ
つ
つ
光
る

結
晶
は
小
さ
き
程
遠
し
水

槽
の
な
か

夏
至
雅
峰

ナルクの現勢ナルクの現勢
年７月１日現在

﹇
南
横
浜
﹈

憲
法
に

守
ら
れ
し
民
若
葉
風

金
太
郎

端
午
祝
の
子
に
似
つ
る

長
崎
孝
子

﹇
美
祢
﹈

藤
の
花

房
の
長
さ
を
競
い
居
り

枇
杷
の
実
の

世
代
を
越
え
て
街
送
り

井
上
順
司

手
に
籠
を
さ
あ
茶
を
摘
む
ぞ

今
朝
は
晴
れ

﹇
尼
崎
﹈

・
花
陰
に
居
眠
り
し
て
い
る

老
い
人
に
春
に
逝
き
た
る

母
を
重
ね
る

・
立
ち
枯
れ
の
石
蕗
の
花
蓬

け
い
て
今
し
飛
ば
ん
と
風

は
ら
み
お
り

・
水
槽
に
群
れ
な
し
鰯
の
泳

ぐ
さ
ま
終
り
の
見
え
ぬ
廻

り
灯
籠

山
之
内
順
子

﹇
北
神
三
田
﹈

・
唄
え
る
事
は

ま
だ
ま
だ

元
気
と
言
う
こ
と
よ

娘

の
言
葉
に
半
分
納
得

・
施
設
よ
り
有
馬
の
苑
へ
桜

見
に
抹
茶
い
た
だ
き
心
も

満
ち
る

本部 住所電話は１面
題字下に記載

東京事務所〒
東京都港区新橋
空調ビル３
電話

地 域 活動拠点数
北海道地区 か所
東北地区 ５
関東地区
信州地区 ６
北陸地区 ３
中部地区 ８
近畿地区
中国地区 ８
四国地区 ６
九州地区 ４
合 計

海 外
ナルク １
ナルクスイス １
ナルク １

（５口以上 敬称略））

団体団体
賛助会員賛助会員

あいおいニッセイ同和損害保険・大阪ガス労働組合・亀岡病院・関西電力労働組合・近畿労働金庫・公益
社・サンヨー電機労働組合・ グループ・全電通近畿社会福祉事業団・全東レ労働組合連合会・東北
電力労働組合・東北発電工業・日新製鋼労働組合・パナソニック・パナソニックグループ労働組合連合会
・パナソニックエコソリューションズ労働組合・丸十服装・妙見閣寺・ ゼンセン・ユアテックユニオ
ン・信和ゴルフメンテナンス・労働者福祉中央協議会・四国電力生活協同組合・日通旅行・亀岡松花苑
（みずの木）・ライフ薬局・ 明倫社・新和企業 大阪支店・ダイハツ労働組合

五
月
雨
を

天
の
恵
み
と
手
に
受
け
て

手
造
り
の
初
茶
の
香
り

テ
ィ

タ
イ
ム

千
葉

武

い
き
い
き
体
操
ひ
ろ
ば
で
ゴ
ー

下
り
坂

時
の
流
れ
は
大
車
輪

坂
本
禎
弘

枯
れ
て
か
ら

役
に
立
つ
の
よ
屋
根
の
萱

石
濱
輝
代

新
米
の

湯
気
に
隠
れ
て
匂
う
栗

平
田
一
也

﹇
市
川
﹈

身
の
丈
に

合
わ
せ
て
生
き
る
難
し
さ

村
山
洋
子

﹇
亀
岡
﹈

春
眠
も

雨
戸
の
音
に
破
ら
れ
て

押
本
年
眞

朝
寝
し
て

明
る
い
外
に

目
を
覚
ま
す

笠
井
紀
子

声
援
す
る
ナ
ル
ク
応
援
団

流
れ

﹇
宮
城
﹈

林

茂

歌
は
世
に
つ
れ

世
は

歌
に
つ
れ
と
言
わ
れ
る
が
、

人
様
の
眉
を
ひ
そ
め
さ
せ
る

ア
レ
コ
レ
も
世
の
流
れ
に
添

っ
て
変
わ
っ
て
い
く
の
か
も

知
れ
な
い
。

流
れ

﹇
宮
城
﹈

林

茂

年７月 日発行 第３種郵便物認可 （４）ナ ル ク（ ）


